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V19a 那須 20m固定球面鏡アナログ位相スイッチングによるテスト観測
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早稲田大学那須パルサー観測所では、1.4 GHz 20 m固定球面鏡を使いシングルディシュ観測及び２アンテナ
によるフリンジ観測を行っている。しかし、AM 8：00～PM 7：00の時間帯でアンプのゲイン変動がある。そこ
で、2 アンテナ用位相スイッチング可能な受信機ローカル部を開発 (2000年春季年会)し、2 台の固定球面鏡に取
り付け試験観測を行った。受信機システム及び観測結果について報告をする。

受信機システムは、LNA→BPF→ 2ndAmp→Complex Mixer→AD→ PCで観測さる。ローカル周波数 1.4
GHzをコヒーレントに各アンテナに送るために、参照信号 70 MHzを用い PLOでロックした。PLOの前段では
位相πのディレーラインが組み込まれ、合成ビームのスイッチングができるようになっている。また、温度によ
る位相変動をなくすため、同軸ケーブルは地下 1.5 mに埋められそのまま観測室まで来ている。
今回の観測では赤緯 40度にアンテナを向け、1 Hzの周期で PLOの前段で位相スイッチを行い天体の日周運動
を利用し、フリンジ観測を行った。その結果、シグナスAを 1400 Jyとしたとき、1 秒積分で最小検出感度は約
2 Jyとなり、赤経 23時 25分付近に 6 Jyの天体が受かっていることもわかった。また、日々のシグナス Aの干
渉縞により、位相安定度はかなりよいこともわかった。
現在は 2アンテナで位相πスイッチングよる観測をしているが、今後は 3,4,5台とアンテナ数を増やし合成ビー
ムによる試験観測を続ける予定である。


